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媛
大
学
卒
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昭
和
40
年
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県
庁
入
庁
。
西
条
地
方
局
長
、

経
済
労
働
部
長
な
ど
を
歴

任
し
、
平
成
15
年
退
職
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同
年
4
月
か
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平
成
16
年

5
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山
商
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る
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ー
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平
成
１６
年
９
月
２１
日
、「
平
成

の
大
合
併
」
に
よ
っ
て
旧
の
重

信
町
、
川
内
町
が
１
つ
に
な
り
、

「
東
温
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
後
初
の
市
長
選
に

お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様

方
の
ご
支
援
を
頂
戴
し
、
市
政

の
舵
取
り
役
と
い
う
大
任
を
預

か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改

め
ま
し
て
、
御
礼
と
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。�

　
さ
て
、
東
温
市
は
、
四
国
最

大
の
都
市
・
松
山
市
に
隣
接
す

る
都
市
近
郊
型
の
田
園
都
市
で

あ
り
ま
す
。
水
と
緑
の
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
、

愛
媛
県
の
中
心
部
に
位
置
す
る

交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
交
流
拠

点
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

基
幹
的
な
総
合
病
院
や
教
育
施

設
等
も
多
数
立
地
し
、
ま
さ
に

「
自
然
豊
か
な
交
流
都
市
」「
健

康
福
祉
都
市
」「
教
育
文
化
都
市
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
私
は
、
こ
う
し
た
地
域
特
性
、

固
有
の
財
産
を
大
い
に
活
か
し

な
が
ら
、
地
方
分
権
、
地
方
の

自
立
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、

夢
と
希
望
に
溢
れ
る
故
郷
の
創

造
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。�

　
そ
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
き
ま

し
て
は
、
融
合
し
た
２
つ
の
町

の
住
民
が
不
公
平
感
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
、
将
来
へ
の
不

安
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

公
平
、
公
正
な
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
行
政
運
営
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、「
三

位
一
体
の
改
革
」
に
よ
り
、こ
れ

ま
で
以
上
に
厳
し
い
財
政
事
情
と�

特   集�
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な
る
う
え
、
地
域
の
実
情
と
住
民

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
個
性
的
な
施
策
、

よ
り
費
用
対
効
果
の
高
い
政
策
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
・

効
率
性
は
も
ち
ろ
ん
、
市
職
員
の

マ
ン
パ
ワ
ー
を
高
め
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
体
制
の
再
構
築
を
図
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
住
民
主
役
の
東
温
市
政
を

確
立
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
切
な
の

は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
の
主

体
的
な
参
画
で
す
。
私
は
、
市
民

と
市
政
の
距
離
を
縮
め
、

積
極
的
に
情
報
公
開
す
る

と
と
も
に
、
参
画
し
や
す

い
舞
台
を
整
え
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
ど
う
か
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た

ち
の
手
で
」
と
い
う
気
概

と
情
熱
を
持
っ
て
、
新
た

な
故
郷
の
創
造
に
参
画
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に

は
地
域
の「
活
力
」が
不
可
欠
で
す
。

私
は
、
最
先
端
の
技
術
力
、
研
究

所
、
優
秀
な
人
材
確
保
と
い
っ
た

「
頭
脳
誘
致
」
を
は
じ
め
、
農
林

業
の
付
加
価
値
を
高
め
「
東
温
ブ

ラ
ン
ド
」
を
確
立
し
、
全
国
へ
発

信
す
る
「
地
産
知
商
」
運
動
の
推

進
、
交
流
人
口
の
拡
大
等
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
は
も
と
よ
り
、

少
子
・
高
齢
化
対
策
や
福
祉
の

充
実
、
教
育
・
文
化
、
環
境
等

に
も
重
点
を
置
い
た
施
策
を
展
開

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

 

東
温
市
は
県
内
で
一
番
小
さ
な

市
と
な
り
ま
す
が
、「
小
さ
い
な

が
ら
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ
く

り
」
「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
づ
く

り
」
「
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆

様
方
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。�

・
・�
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⑦高校・大学を卒
業しても就職がで
きない。愛大医学
部があり又18年
にがんセンター
が完成する。その
中間に愛大研究
のたんぱく工場の
誘致、そして住宅
の区画整備事業
の充実によって経
済の活力と希望
のもてる街づくり
を目指す。�

① 松下　通�
② 74歳�
③ 農業�
④ 西岡�
⑤ 無所属�
⑥ スポーツ鑑賞�

⑦東温市に住ん
でみたい、生活
してみたいと思
うような街づく
り。具体的には、
若者に仕事があ
り、現代社会に
必要な社会資本
が整備されてい
て、然も環境が
良く、公平で公
正でいつしか老
いていたなあと
感じる街であり
たい。�

① 白戸　寧�
② 70歳�
③ 農業�
④ 則之内�
⑤ 無所属�
⑥ 書道・陶芸�

⑦「山粧ふ事のは
じまり東温市」�

つよし�
介護保険料、利用
料の減免制度や
小学校入学前ま
での子供の医療
費 完 全 無 料 化
等々、弱い立場の
人々が安心して暮
らせる街づくりの
ために、初心にか
えり頑張る決意で
す。�
�

① 佐伯　強�
② 69歳�
③ 団体役員�
④ 横河原�
⑤ 日本共産党�
⑥ 俳句・囲碁・将棋�

⑦住民参加の街
づくりのために、
市民の皆さんと市
役所のパイプ役と
して存在していき
ます。そして市民
の声を市政に反
映させるのはもち
ろん、行政のチェ
ックと新しい政策
の提案と、私を含
めて議員の資質
の向上に邁進して
いきます。�

① 玉乃井　進�
② 68歳�
③ 農業�
④ 田窪�
⑤ 無所属�
⑥ ソフトボール�

⑦和と信頼の新
市づくりに努力。
市民の声を、願
いを市政に届け、
市政に反映でき
るよう全力投球。
各地域の住環境
の整備、女性の
市政への参加促
進、弱者にやさ
しい行政、公平、
公正な市政の推
進に尽したい。�

① 東　一夫�
② 68歳�
③ 農業�
④ 井内�
⑤ 無所属�
⑥ 読書・囲碁・スポーツ�

⑦誠実・行動力
で住民と行政の
パイプ役となり、
生きがいと活力
ある街づくり、
きらりと光る住
みたい街東温市
づくりに努力い
たします。�

① 森貞　章吾�
② 67歳�
③ 無職�
④ 志津川�
⑤ 無所属�
⑥ つり�
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東
温
市
議
会
議
員
�

24
人
の
顔
ぶ
れ
�

24
人
の
顔
ぶ
れ
�

議会の最終的な意思決定「議決」が執られ
る議場。ここで主役となるのは市民を代表
する24名の市議会議員。「議会」は市の条
例や予算を定める唯一の議決機関です。�

①氏名 ②年齢 ③職業 ④住所 ⑤党派 ⑥趣味 ⑦抱負�

東温市議会議員�



⑦「自然環境の保
全」「生活環境の
整備」「老人福祉
支援対策」「子育
てに必要な女性
支援対策」「本市
に住んでみたいと
思われる街づくり」
「本市を県内で誇
れるような街づくり」
「潤いと生きがい
をもって暮らせる
街づくり」に努めま
す。�

① 片山　益男�
② 67歳�
③ 無職�
④ 南方�
⑤ 無所属�
⑥ 書道・ゴルフ�

⑦人にやさしく自
然と調和のとれた
街づくりを進めて
まいりたいと思っ
ています。働く全
ての人が報われ
る街にするよう努
力をしたいと思っ
ています。�

① 野中　明�
② 66歳�
③ 農業�
④ 北方�
⑤ 無所属�
⑥ 特になし�

⑦初心を忘れる
ことなく私の信
条としておりま
す公正・誠実・
実行をスローガ
ンに住みよい街
づくりのため粉
骨砕身の努力を
重ねてまいる決
意です。�

① 桂浦　善吾�
② 66歳�
③ 農業�
④ 上林�
⑤ 無所属�
⑥ スポーツ観戦�

⑦人々を幸福に
したい願いを基
に思いついたら
即行動、生活の
事、子供達の事、
老後の事等々、
皆さんと共に考
え実践！今、政
治に何を求めて
いるのか教えて
ください。話し
て下さい。対話
と参加で暮らし
やすい市にしま
す。�

① 大西　佳子�
② 63歳�
③ 主婦�
④ 田窪�
⑤ 無所属�
⑥ 民謡・絵画・ヨーガ�

⑦東温市は恵ま
れた自然環境と
県都松山市に隣
接する地理的条
件もよく、合併
してよかったと
言われるよう頑
張ります。市民
と行政が一心同
体となり、特に
行政改革・福祉・
環境等に取り組
んでいきたいと
思っています。�

① 佐伯　正夫�
② 61歳�
③ 会社経営�
④ 見奈良�
⑤ 無所属�
⑥ スポーツ�

⑦「　橋幾八は約
束します」�
1．福祉の充実し
た住みよい街を！�
1．心豊かな子供
達、やさしい家族
のあふれる街を！�
1．農林業・商工業
の皆さんが、力を
合わせ発展する
街を！�
1．活力あふれ、便
利で明るい街を！�

① 　橋　幾八�
② 60歳�
③ 会社役員�
④ 南野田�
⑤ 無所属�
⑥ 特になし�

⑦東温市初の議
員として、その自
覚と誇りを持って、
市民にも、理事者
にも、納得と信頼
に価する議員活
動に邁進します。�

① 伊藤　　志�
② 58歳�
③ 農業�
④ 南方�
⑤ 無所属�
⑥ 美術品の鑑賞�

⑦水と緑の繁る、
ふる里づくり。
東温市が、一つ
の家族として潤
える街づくりを
目指したい。�

① 永井　雅敏�
② 58歳�
③ 農業�
④ 下林�
⑤ 無所属�
⑥ 夢�

⑦「期待を込めて
選ばれた責任」を
熱く受け止め、
市民目線でしっ
かりと軸を立て、
謙虚に学ぶ姿勢
を忘れることな
く、「人が輝く街
づくり」に努め
たいと思います。�

① 山内　孝二�
② 56歳�
③ 組織顧問�
④ 牛渕�
⑤ 無所属�
⑥ 料理・テニス�

⑦各自治区が、
市からの事業、
行事の受入消化
に終るだけでな
く、独自性を持
てるよう努力し
たい。�

① 藤田　恒心�
② 55歳�
③ 農業�
④ 樋口�
⑤ 無所属�
⑥ 特になし�

⑦誠意と真心を
もって、明るい
街づくりをする。�

① 三棟　義博�
② 55歳�
③ 自営業�
④ 北方�
⑤ 無所属�
⑥ 読書�

⑦二つの古里を
持つそれぞれの
行政システムの
利点を生かし、
合併によって引
き起こされた歪
を正すと共に、
そこに住む人達
と東温市政への
パイプ役を担い、
相互の融和を図
るべく努力をし
ていきたい。�

① 大西　勉�
② 55歳�
③ 会社役員�
④ 北方�
⑤ 無所属�
⑥ 剣道・ハーモニカ・山登り�
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⑦「市民が主人
公」の立場で東
温市の「街づく
り」に市民の方々
と一緒に頑張り
ます。党の立党
の精神である「反
戦平和」を受け
継ぎ、特にアジ
アの平和を達成
するためにも一
国覇権主義に反
対していきます。�

① 佐藤　壽兼�
② 52歳�
③ 政党役員�
④ 見奈良�
⑤ 日本共産党�
⑥ 映画鑑賞�

⑦合併したばか
りの東温市の豊
かで明るい未来
のために、自然
環境を大切にし
た災害に強い街
づくりをし、全
ての人が安心し
て暮らせる福祉
の充実を図り、
地域と一体とな
った子育て推進
するために、最
善の努力をいた
します。�

① 安井　浩二�
② 49歳�
③ 会社役員�
④ 北野田�
⑤ 無所属�
⑥ 読書�

⑦「みんなでつく
ろう、わがまち、わ
がふるさと」を基
本理念に「熱意
×誠意×若さ」で
皆さんのお知恵
を頂きながら一
生懸命勉強し、「住
んで良かった東
温市」と言われ
る街づくりをい
たしたいと思い
ます。�

① 竹村　俊一�
② 48歳�
③ 税理士�
④ 下林�
⑤ 無所属�
⑥ 観葉植物の栽培�

⑦お年寄りから
子どもたちまで、
全ての市民が住
んでよかったと
言える地域づく
りに全力を尽し
てまいります。
主婦の目線と女
性の立場で、き
め細かな市政を
つくり上げ、市
民と行政をつな
ぐパイプ役に徹
してまいります。�

① 近藤　千枝美�
② 47歳�
③ 主婦�
④ 吉久�
⑤ 公明党�
⑥ バトミントン・トール�
　　ペイント・映画鑑賞�

⑦公明党の基本
姿勢「民衆とと
もに」をどこま
でも貫き、常に
東温市民の代表
としての自覚と
誇りを胸に、若
さと行動力、そ
して優しさと勇
気を最大の武器
として、新生東
温市の発展の為
に全力で取り組
んで参ります。�

① 丸山　稔�
② 47歳�
③ 政党役員�
④ 牛渕�
⑤ 公明党�
⑥ スポーツ観戦�

⑦議会と行政の
情報を徹底して
市民に公開する
ことが重要。特
に、行政の意思
決定過程、政策
情報を市民と共
有し、政策論議
に市民自身が参
画できるように
したい。発言を
保障し民主的議
会運営を実現し
たい。�

① 渡部　伸二�
② 44歳�
③ 環境市民団体役員�
④ 南方�
⑤ 無所属�
⑥ 読書�
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届出順�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12�
13�
14�
15

党 派 �
無 所 属 �
無 所 属 �
日本共産党�
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
公 明 党 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �

氏 名 �
篠　森　清　一�
伊　藤　隆　志�
佐　藤　としかね�
大　西　つとむ�
江　戸　かつよし�
佐　伯　まさお�
玉乃井　　　進�
山　内　良　一�
藤　田　つねもと�
渡　部　伸　二�
近　藤　ちえみ�
白　戸　やすし�
二　神　まこと�
大　西　よし子�
山　内　孝　二�

得 票 数  �
218.000票�
818.000票�
524.000票�

1,688.232票
239.000票�
999.191票�
687.000票�
414.303票�
748.000票�
532.000票�
818.000票�
633.000票�
393.000票�
922.767票�
950.696票�

届出順�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
22�
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29

党 派 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
公 明 党 �
無 所 属 �
無 所 属 �
日本共産党�
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �
無 所 属 �

氏 名 �
野　中　あきら�
三　棟　よしひろ�
高　橋　幾　八�
松　下　　　通�
森　貞　しょうご�
桂　浦　ぜんご�
丸　山　みのる�
安　井　浩　二�
永　井　まさとし�
佐　伯　つよし�
細　川　秀　明�
竹　村　俊　一�
東　　　一　夫�
片　山　益　男�

得 票 数  �
421.000票�
894.000票�
815.000票�
612.000票�
555.000票�
653.000票�
829.000票�
821.000票�
542.000票�
677.808票�
386.000票�
613.000票�
628.000票�
526.000票�

※氏名は通称により記載しています。�

東温市議会議員�

　東温市議会議員選挙は、１０月３１日（日）告示
され、２４名の定数に対し２９名が立候補しました。
１１月７日（日）には午前７時から午後８時まで市
内１７ヶ所の投票所で一斉に投票が行われ、東
温市中央公民館で午後９時から即日開票されま
した。�
　東温市となって初めての選挙となった東温市
議会議員選挙の投票率は７２.２４％という結果に
なっています。�
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成
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成
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温
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成
人
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人
式
�

平
成
17
年 

東
温
市
成
人
式
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平
成
17
年
1
月
9
日
（日）
、東
温

市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
成
人
式

を
行
い
ま
す
。�

　
該
当
者
は

次
の
方
々
で

す
。
名
簿
は
、

50
音
順
で
、

昭
和
59
年
4

月
2
日
か
ら

昭
和
60
年
4

月
1
日
の
間

に
生
ま
れ
た

方
々
で
す
。

　
12
月
に
、

式
の
ご
案
内

を
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い
。�

　
以
下
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い

方
で
、東
温
市
の
成
人
式
に
出
席

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、教
育
委
員

会
生
涯
学
習

課（
　�
9
6
4
�

-

1
5
0
0
）

ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
成

人
式
の
実
行

委
員
と
運
営

ス
タ
ッ
フ
も

あ
わ
せ
て
募

集
し
て
い
ま

す
。
成
人
式

の
運
営
に
か

か
わ
っ
て
み

た
い
人
大
歓

迎
で
す
。
み

ん
な
で
思
い
出
に
残
る
成
人
式

を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？�

�

�

Tel
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田
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岡
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築
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岡
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岡
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友
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廣
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な
え�

野
　
島
　
雄
　
史�

野
　
中
　
友
　
和�

野
　
中
　
圭
　
吾�

野
　
中
　
大
　
道�

野
　
中
　
千
恵
美�

野
　
中
　
麻
　
未�

野
　
中
　
雄
　
樹�

野
　
村
　
彩
　
子�

萩
　
尾
　
由
　
美�

橋
　
本
　
絵
理
子�

長
谷
川
　
真
　
美�

花
　
田
　
朝
日
香�

濱
　
田
　
和
　
孝�

濱
　
野
　
雄
　
樹�

林
　
　
　
彩
　
奈�

林
　
　
　
佑
　
香�

原
　
　
　
直
　
彰�

東
　
　
　
和
　
範�

東
　
　
　
大
　
樹�

東
　
　
　
洋
　
一�

　
　
口
　
沙
奈
美�

　
　
口
　
　
　
徹�

　
　
口
　
美
沙
登�

日
　
野
　
高
　
嗣�

日
　
野
　
宏
　
美�

兵
　
頭
　
香
　
波�

兵
　
頭
　
さ
な
え�

平
　
岡
　
　
　
望�

平
　
谷
　
由
　
祈�

廣
　
瀬
　
雄
　
士�

深
　
井
　
健
　
太�

福
　
田
　
睦
　
美�

福
　
本
　
祐
　
太�

福
　
森
　
佑
　
輔�

藤
　
石
　
雄
　
太�

藤
　
岡
　
留
　
奈�

藤
　
田
　
絵
里
子�

藤
　
田
　
一
　
洋�

藤
　
田
　
三
四
郎�

藤
　
田
　
奈
津
子�

藤
　
田
　
み
ず
き�

藤
　
田
　
祐
　
介�

二
　
神
　
正
　
雄�

古
　
川
　
　
　
恵�

紅
　
坂
　
亜
　
矢�

北
　
條
　
一
　
平�

北
　
條
　
福
　
美�

細
　
見
　
耕
　
平�

堀
　
内
　
素
世
子�

堀
　
切
　
沙
由
里�

前
　
島
　
達
　
也�

前
　
田
　
加
奈
恵�

前
之
原
　
　
　
毅�

増
　
田
　
め
ぐ
み�

松
　
岡
　
あ
す
み�

松
　
下
　
　
　
愛�

松
　
下
　
千
　
恵�

松
　
田
　
札
　
加�

松
　
田
　
祐
　
樹�

松
　
本
　
さ
ぎ
り�

松
　
本
　
尚
　
士�

松
　
本
　
真
　
美�

松
　
本
　
祐
　
樹�

松
　
良
　
　
　
瞳�

的
　
場
　
裕
　
哉�

真
　
鍋
　
賢
　
司�

眞
　
鍋
　
初
　
美�

丸
　
山
　
久
美
子�

水
　
　
　
真
　
丹�

美
　
曹
　
　
　
卓�

溝
　
渕
　
園
　
佳�

満
　
田
　
康
　
二�

水
　
口
　
久
　
美�

三
　
宅
　
真
奈
美�

宮
　
崎
　
光
　
泰�

※写真は、前回の成人式の実行委員の皆さんです。�
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宮
　
田
　
　
　
幸�

宮
　
田
　
豊
　
寿�

宮
　
部
　
衣
　
舞�

宮
　
本
　
真
　
実�

宮
　
本
　
恵
　
美�

明
　
賀
　
徳
　
真�

明
　
賀
　
博
　
子�

三
　
好
　
　
　
遥�

三
　
好
　
　
　
恵�

三
　
好
　
幸
　
子�

三
　
好
　
洋
　
平�

三
　
好
　
隆
　
介�

村
　
上
　
ち
ひ
ろ�

村
　
山
　
真
　
美�

森
　
　
　
あ
す
か�

森
　
　
　
佳
　
代�

森
　
川
　
恵
利
華�

森
　
　
　
邦
　
栄�

森
　
　
　
孝
　
志�

森
　
　
　
貴
　
文�

森
　
田
　
將
　
夫�

森
　
野
　
祐
　
貴�

森
　
　
　
裕
　
規�

森
　
　
　
麻
衣
子�

森
　
　
　
美
由
貴�

森
　
本
　
安
　
彦�

八
　
木
　
大
五
郎�

八
　
木
　
友
　
美�

八
　
木
　
啓
　
雅�

八
　
木
　
雅
　
紀�

安
　
井
　
章
　
智�

安
　
井
　
ひ
か
り�

安
　
井
　
勇
　
人�

安
　
田
　
早
　
苗�

矢
田
部
　
　
　
啓�

柳
　
原
　
健
　
人�

矢
　
野
　
有
　
佑�

山
　
内
　
明
　
奈�

山
　
内
　
さ
つ
き�

山
　
内
　
大
　
介�

山
　
内
　
健
　
史�

山
　
内
　
康
　
之�

山
　
内
　
祐
　
輔�

山
　
岡
　
　
　
愛�

山
　
岡
　
鉄
　
史�

山
　
家
　
慎
太
郎�

山
　
　
　
倫
　
子�

山
　
下
　
志
　
帆�

山
　
下
　
万
里
子�

山
之
内
　
　
　
靖�

山
　
本
　
和
　
子�

山
　
本
　
敬
　
一�

山
　
本
　
敬
　
介�

山
　
本
　
晃
　
大�

山
　
本
　
哲
　
也�

山
　
本
　
直
　
人�

山
　
本
　
ま
ゆ
み�

山
　
本
　
悠
美
子�

湯
　
浅
　
真
　
咲�

弓
　
山
　
恭
　
史�

　�吉
　
田
　
賢
　
一�

吉
　
田
　
年
　
宏�

吉
　
本
　
綾
　
乃�

レ
イ
ノ
ル
ズ
愛
子�

若
　
宮
　
綾
　
乃�

脇
　
　
　
隆
　
之�

和
　
食
　
　
　
幸�

和
　
田
　
大
　
輔�

渡
　
部
　
彰
　
久�

渡
　
部
　
敦
　
郎�

渡
　
部
　
亜
　
耶�

渡
　
部
　
あ
ゆ
み�

渡
　
部
　
可
奈
子�

渡
　
部
　
香
　
子�

渡
　
部
　
久
美
子�

渡
　
辺
　
健
　
太�

渡
　
部
　
　
　
剛�

渡
　
部
　
幸
　
星�

渡
　
部
　
覚
　
氏�

渡
　
部
　
さ
や
か�

渡
　
部
　
将
　
吾�

渡
　
部
　
純
　
柄�

渡
　
部
　
拓
　
也�

渡
　
部
　
　
　
司�

渡
　
部
　
哲
　
也�

渡
　
部
　
奈
　
美�

渡
　
部
　
教
　
子�

渡
　
部
　
訓
　
子�

渡
　
部
　
勇
　
斗�

渡
　
邉
　
　
　
光�

渡
　
部
　
文
　
雄�

渡
　
部
　
将
　
司�

渡
　
邊
　
み
の
り�

渡
　
部
　
祐
　
子�

渡
　
部
　
裕
　
子�

渡
　
邉
　
容
　
子�

渡
　
部
　
陽
　
子�

渡
　
部
　
陽
　
子�

和
　
田
　
は
つ
み�

和
　
田
　
雅
　
史�

和
　
田
　
勇
　
気��

（
計
4
8
6
名
）�

�

実行委員�
　定員　10名�
　内容　イベント企画�
　　　　当日の運営�
運営スタッフ�
　定員　10名�
　内容　成人式の会場での受付、　　　　
　　　　場内外整理、誘導など�
問い合わせ先�
　中央公民館内�
　東温市教育委員会�
　生涯学習課まで�
　TEL 964-1500・FAX 964-5025

※写真は、※写真は、前回の成人式の実行委員の皆前回の成人式の実行委員の皆さんです。す。�※写真は、前回の成人式の実行委員の皆さんです。�

成人式の実行委員と運営スタッフを�
　　　　　　　　 募集しています！！�
一生の思い出に残る成人式を自分たちでつくろう�
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試験区分�

保 育 士 �
幼稚園教諭�

昭和52年4月
2日から昭和
60年4月1日
までに生まれ
た者�

短大卒業程度の
学力を有する方
で、資格免許を
有する者又は
取得見込みの
者�

教養試験（短
大卒業程度）
専門試験（保
育士・幼稚園
教諭）対人適
性検査�

口述試験�
作文試験�

年 齢 要 件 �学歴・その他�第 1次試験�第2次試験�

�

市
　
職
　
員

市
　
職
　
員�

１. 

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員�

（１）  

試
験
区
分

試
験
区
分
�

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭�

（２）  

採
用
予
定
人
員

採
用
予
定
人
員
�

各
若
干
名

各
若
干
名�

２. 

受
験
資
格

受
験
資
格�

��������������������

＊
共
通
事
項

＊
共
通
事
項�

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
方

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
方�

②
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

②
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２５
年
法
年
法

律
第
２
６
１
号
）
第

律
第
２
６
１
号
）
第
１６
条
各
号

条
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方�

３. 
試
験
の
日
時
及
び
場
所

試
験
の
日
時
及
び
場
所�

（１）  
試
験
の
日
時

試
験
の
日
時
�

①  

一
次
試
験
　

一
次
試
験
　�

平
成
平
成
１７
年
１
月

年
１
月
３０
日
（日）��

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
適

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
適

性
検
査

性
検
査�

②  

二
次
試
験

二
次
試
験�

一
次
試
験
に
合
格
し
た
者
に

一
次
試
験
に
合
格
し
た
者
に

対
し
て
、
作
文
試
験
・
口
述

対
し
て
、
作
文
試
験
・
口
述

試
験
を
行
い
ま
す
。

試
験
を
行
い
ま
す
。�

（２）  

場
所
場
所
　�

い
ず
れ
も
東
温
市
役
所
で
行

い
ず
れ
も
東
温
市
役
所
で
行

い
ま
す
。

い
ま
す
。�

４. 

合
格
発
表

合
格
発
表�

平
成
平
成
１７
年
２
月
下
旬
に
東
温

年
２
月
下
旬
に
東
温

市
役
所
及
び
川
内
支
所
掲
示

市
役
所
及
び
川
内
支
所
掲
示

板
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
・

板
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
・

不
合
格
に
か
か
わ
ら
ず
本
人

不
合
格
に
か
か
わ
ら
ず
本
人

宛
文
書
で
通
知
し
ま
す

宛
文
書
で
通
知
し
ま
す
。�

５. 

採
用
年
月
日

採
用
年
月
日�

試
験
の
合
格
者
は
、
平
成

試
験
の
合
格
者
は
、
平
成
１７

年
４
月
１
日
付
で
採
用
し
ま

年
４
月
１
日
付
で
採
用
し
ま

す
。
す
。�

６. 

給
与
給
与�

初
任
給
は
、
東
温
市
職
員
の

初
任
給
は
、
東
温
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
規

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
規

定
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

定
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。�

（
大
卒
　
初
任
給

大
卒
　
初
任
給�

１
７
０

１
７
０
，７
０
０
円
）

７
０
０
円
）�

（
短
大
卒
　
初
任
給

短
大
卒
　
初
任
給�

　
１
４
８

　
１
４
８
，５
０
０
円
）

５
０
０
円
）�

７. 

試
験
申
込
受
付
期
間
等

試
験
申
込
受
付
期
間
等�

（１）  

申
し
込
み
受
付
期
間

申
し
込
み
受
付
期
間�

平
成
平
成
１６
年
１２
月
１
日

月
１
日
（水）
〜�

１２
月
２４
日
（金）�

午
前
８
時

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５

分
か
ら
午
後
５

時
１５
分
ま
で
の
執
務
時
間
中

分
ま
で
の
執
務
時
間
中

（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
し
込

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
の
場
合
に
は
、

み
の
場
合
に
は
、
平
成
平
成
１６
年

１２
月
２４
日
（金）
必
着
の
も
の
ま

必
着
の
も
の
ま

で
受
付
け
ま
す

で
受
付
け
ま
す
。�

（２）  

提
出
書
類

提
出
書
類
�

次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記

次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
総
務
課
ま
で
提
出
し

入
し
、
総
務
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。�

・
履
歴
書
（
写
真
貼
付

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）・
　

　
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み

　
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み
）

　
証
明
書
及
び
成
績
証
明
書

　
証
明
書
及
び
成
績
証
明
書�

・
資
格
又
は
免
許
（
見
込
み

資
格
又
は
免
許
（
見
込
み
）

　
証
明
書

　
証
明
書�

※
提
出
書
類
は
、
返
還
い
た

※
提
出
書
類
は
、
返
還
い
た

　
し
ま
せ
ん
。

　
し
ま
せ
ん
。�

（３）  

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
�

東
温
市
総
務
部
総
務
課
人
事
係

東
温
市
総
務
部
総
務
課
人
事
係�

〒
７
９
１
―
０
２
９
２
　

〒
７
９
１
―
０
２
９
２
　�

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

　
９
６
４
・
４
４
０
０

　
９
６
４
・
４
４
０
０�

な
お
、
業
務
内
容
に
関
す
る

な
お
、
業
務
内
容
に
関
す
る

問
い
合
せ
は
、

問
い
合
せ
は
、�

保
育
士
は
、
社
会
福
祉
課
児

保
育
士
は
、
社
会
福
祉
課
児

童
福
祉
係

童
福
祉
係�

　
９
６
４
・
４
４
０
６

　
９
６
４
・
４
４
０
６�

幼
稚
園
教
諭
は
、
学
校
教
育

幼
稚
園
教
諭
は
、
学
校
教
育

課
総
務
係

課
総
務
係�

　
９
６
４
・
４
４
２
０

　
９
６
４
・
４
４
２
０�

���

学
　
校
　
校
　
務
　
員

学
　
校
　
校
　
務
　
員�

１. 

学
校
名

学
校
名�

東
温
市
立
北
吉
井
小
学
校

東
温
市
立
北
吉
井
小
学
校�

東
温
市
立
拝
志
小
学
校

東
温
市
立
拝
志
小
学
校�

東
温
市
立
東
谷
小
学
校

東
温
市
立
東
谷
小
学
校�

２. 

募
集
人
員

募
集
人
員�

各
校
１
名

各
校
１
名�

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面

　
接
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
接
審
査
を
行
い
ま
す
。�

３. 

応
募
資
格

応
募
資
格�

各
校
区
内
に
在
住
し
、
心
身

各
校
区
内
に
在
住
し
、
心
身

と
も
に
健
康
で
子
ど
も
の
好

と
も
に
健
康
で
子
ど
も
の
好

き
な
方

き
な
方�

４. 
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２０９万円�

�

０人�
１人�
２人�
３人�
４人�
５人�
�
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数
の
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務
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い
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す
。
　�

※
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歳
に
到
達
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以
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最
初
の
３
月
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す
る
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申
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方
法
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履
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書
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写
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貼
付
）
及
び
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康
診
断
書
を
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１
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提
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し
て
く
だ
さ
い
。�

６. 

申
し
込
み
期
間�

平
成
１７
年
１
月
１１
日
（火）�

〜
１
月
３１
日
（月）�
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だ
し
、土
・
日
曜
日
を
除
く
）�

７. 

申
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問
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委
員
会
事
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９
６
４
・
４
４
２
０�

　児童扶養手当は１８歳未満（障害がある場合２０歳
未満）で支給要件に該当する次のような児童を養育
している母親または養育者に対し支給されます。�
●手当の対象となる児童�
① 父母が婚姻を解消した児童�
② 父が死亡した児童�
③ 父が障害の状態にある児童�
④ 父が生死不明である児童�
⑤ 父が１年以上遺棄している児童�
⑥ 父が１年以上拘禁されている児童�
⑦ 未婚の母の子�
⑧ その他孤児等�

●手当月額�
　全額支給の場合、児童１人につき４１,８８０円、一部支給については、所得に応じて４１,８７０円から９,８８０円
までの１０円きざみとなります。なお、児童２人で５,０００円、３人以降で３,０００円加算されます。なお、所
得が一定以上ある場合は支給停止になります。�
●平成16年度児童扶養手当所得制限限度額�

（１）本人の場合は、�
　　①老人控除対象配偶者又は老人扶養親族１人につき１０万円�
　　②特定扶養親族１人につき１５万円�
（２）孤児等の養育者、配偶者及び扶養義務者の場合は、老人扶養親族１人につき６万円�
（３）扶養親族等が６人以上の場合は、１人につき３８万円（扶養親族等）が２の場合にはそれぞれ加算）をした額�

なお、支給要件に該当した日から５年を経過すると認定請求ができないとされていましたが、平成
１５年４月１日現在で５年を経過していない者より認定請求期限が撤廃となりました。�

問い合わせ先　社会福祉課　Tel 964ー4406

※受給資格者の収入から給与所得控
除等を控除し、養育費の８割相当
額を加算した所得額と左表の額を
比較して全部支給、一部支給、支
給停止のいずれか決定されます。�
※所得税法に規定する老人控除対象
配偶者又は特定扶養親族がある場
合には、左記の額に次の金額を加
算した額�

　一般家庭から排出される生ごみの減量・資源化を図るため、生ごみ処理容器（コンポスト）及び電気式生
ごみ処理機を購入される方に補助を行っています。�
●補助対象者�
　・市内に居住している者（東温市に住民票を有する者）�
　・市内の販売店、営業所、取次店で購入する者�
　・市税、利用料等を滞納していない者�
●補助の対象�
　①家庭から排出される生ごみを微生物の活動を利用し
　　て分解し堆肥化する容器�
　②一般家庭から排出される生ごみを微生物の活動又は
　　乾燥装置により消滅・減量化させる電気式の機器で
　　業務用以外のもの�
●補助金の額�
　①容器本体価格の2分の1で限度額が3,000円�
　②処理機本体価格の2分の1で限度額が20,000円�
●補助対象基数�
　①容器については、1年度につき一世帯当たり2基�
　②処理機については、1年度につき一世帯当たり1基�
　※購入する前にあらかじめ補助金交付申請が必要です。�

問い合わせ先　生活環境課　Tel 964ー4415

生ごみ処理容器等購入費補助金について�生ごみ処理容器等購入費補助金について�
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東
温
市
農
業
委
員
が�

　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た�

　
東
温
市
施
行
に
伴
い
、
東
温

市
農
業
委
員
会
も
１０
月
５
日
に

初
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
農
業
委
員
会
の
委
員
は
「
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
選
挙
に
よ
る
委
員
と

市
長
の
選
任
に
よ
る
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
選
挙
に
よ
る
委
員
は
２６
名
で
、

選
任
に
よ
る
委
員
は
、
農
業
協

同
組
合
の
推
薦
を
受
け
た
委
員

２
名
と
、
市
議
会
の
推
薦
を
受

け
た
委
員
１
名
の
計
３
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。�
�

委

員

名

簿
（
議
席
番
号
順
）

会
　
長�

樋
口
　
正
憲 

南

野

田�

副
会
長�

中
島
　
　
將 

河
之
内（
土
谷
）�

委
　
員�

池
川
　
勝
司 

見

奈

良�

大
北
　
熊
雄 

牛
　
　
　
渕�

岩
田
　
　
勝 

上
　
　
　
村�

和
田
　
　
明  

山

之

内�

和
田
　
隆
夫 

樋
　
　
　
口�

森
　
　
武
重 

上
　
　
　
林�

丹
生
谷
孝
江 

下
　
　
　
林�

松
本
　
哲
郎 

志
　
津
　
川�

大
西
　
勝
彦 

西
　
　
　
岡�

土
居
　
芳
高 

田
　
　
　
窪�

野
中
　
　
勲 

下
　
　
　
林�

岡
田
　
計
馬 

北
　
野
　
田�

亀
田
　
　
學 

則
之
内（
則
之
内
）�

佐
伯
　
　
優 

北
方（
西
中
村
）�

渡
部
　
　
要 

北
方（
上
海
上
）�

田
井
野
公
明 

南
方（

森

）�

永
井
　
公
一 

井
内（
井
内
中
）�

宇
和
川
八
十
二 

則
之
内（
一ヶ
谷
）�

仙
波
　
雄
昭 

松
瀬
川（
横
灘
）�

田
野
岡
幸
雄 

南
方（
天
神
）�

岡
部
　
洋
夫 

南
方（
斉
院
之
木
）�

近
藤
　
静
馬 

河
之
内（
日
浦
）�

今
井
　
正
和 

松
瀬
川（
川
筋
）�

大
西
　
　
繁 

吉
久（
吉
久
）�

農
協
推
薦�

三
津
山
惠
生 

松
山
市
農
協�

丹
生
谷
春
雄 

え
ひ
め
中
央
農
協�

議
会
推
薦�

議
会
推
薦
後
決
定�

�

　
任
期
は
平
成
１７
年
７
月
１９

日
ま
で
で
す
。�

��

�����

消
防
団
の
編
成
に
つ
い
て�

　
重
信
町
と
川
内
町
の
合
併

に
伴
い
、
両
町
の
消
防
団
も

合
併
し
、
新
た
に
東
温
市
消
防

団
が
発
足
し
ま
し
た
。�

　
消
防
団
事
務
（
風
水
害
を
除

く
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防

署
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、

活
動
上
の
組
織
編
成
に
つ
い
て

は
、
団
長
１
名
・
副
団
長
２
名
・

本
部
及
び
６
分
団
で
消
防
団
業

務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
第
１

分
団
か
ら
第
３
分
団
は
旧
重
信

町
消
防
団
、
第
４
分
団
か
ら
第

６
分
団
は
旧
川
内
町
消
防
団
で

従
前
の
８
分
団
か
ら
３
分
団
に

改
編
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
安
全
確
保
に
努

め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。�

広報とうおん  12.1.2004

東温市消防団の構成図�

東 温 市 消 防 団 長�

（団員数５７１名）�

本部付　分団長�
（旧重信　３名）�
（旧川内　２名）�

副　団　長�

第２分団�
（分団長）�

（旧第２分団）�

第３分団�
（分団長）�

（旧第３分団）�

第１分団�
（分団長）�

（旧第１分団）�

第５分団�
（分団長）�

（旧第３分団）�
（旧第５分団）�
（旧第６分団）�

第６分団�
（分団長）�

（旧第１分団）�
（旧第２分団）�
（旧第４分団）�

第４分団�
（分団長）�

（旧第７分団）�
（旧第８分団）�

旧 重 信�

副　団　長�

旧 川 内�

スポットニュース�スポットニュース�
市役所からのお知らせ�

藤岡団長藤岡団長�

伊賀副団長伊賀副団長� 重松副団長重松副団長�

藤岡団長�

伊賀副団長� 重松副団長�



年金を受けている皆さんへ�
 「年金証書」を汚したり、なくしたりしたときは、
「年金証書再交付申請書」を最寄りの社会保険事
務所へ提出して、「年金証書」の再交付を受けてく
ださい。「年金証書」は、年金を受ける権利のある
ことを証明するものです。各種の届出や年金相談
のときに必要になりますので、大切に保管してお
きましょう。�

「広報とうおん」へのご意見・ご要望を�お待ちしています。�総務課 広報公聴係  Tel 964―4400�　　　　　　　　   Fax 964―1609�           soum＠city.toon.ehime.jp��
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子
育
て
を
応
援
し
ま
す�

　
東
温
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
気
軽

に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、
ま

た
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な

子
育
て
支
援
を
行
う
拠
点
と
し

て
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。�

�

子
育
て
広
場�

　
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

子
育
て
の
楽
し
さ
や
悩
み
な
ど

を
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し

ょ
う
。
楽
し
い
親
子
遊
び
や
育

児
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　�●
日
　
時�

１２
月
１４
日
（火）�

　
９
時
３０
分
〜
１１
時�

　（
受
付
９
時
〜
９
時
３０
分
）�

　
場
　
所
　
東
温
市
福
祉
館�

内
　
容
　
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会�

�

あ
お
ぞ
ら
広
場�

　
園
児
と
一
緒
に
親
子
で
砂
場

や
遊
具
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
で
遊

び
ま
せ
ん
か
？�

　
遊
ん
だ
後
は
、紙
芝
居
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、手
遊
び
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

�

●
金
曜
日
　
　�

時
　
間
　
９
時
〜
１１
時�

場
　
所
　
川
内
保
育
園
　
園

庭
（
雨
天
時
は
川
内
健
康
セ

ン
タ
ー
２
Ｆ
「
こ
と
ば
の
教

室
」
で
行
い
ま
す
。）�

●
火
曜
日�

　
時
　
間
　
９
時
〜
１１
時�

　
場
　
所
　
東
温
市
福
祉
館�
�

育
児
相
談�

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
こ

と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。�

������

架
空
請
求
が
氾
濫�

し
て
い
ま
す�

　「
裁
判
所
の
許
可
で
強
制
執

行
を
す
る
。
」
「
勤
務
先
を
調

査
す
る
。給
料
を
差
押
さ
え
る
。」

「
回
収
員
を
訪
問
さ
せ
る
。」「
信

用
情
報
機
関
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
登
録
す
る
。」
な
ど
不

安
を
あ
お
っ
た
り
脅
迫
的
な

文
面
の
架
空
請
求
が
氾
濫
し

て
い
ま
す
。�

　
使
用
し
た
憶
え
が
な
く
て
も
、

も
し
か
し
た
ら
、
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧

し
た
と
き
に
料
金
が
発
生
し

た
か
な
、
払
い
忘
れ
て
い
た

か
な
…
と
思
わ
せ
る
請
求
内

容
に
は
、
充
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。�

�

〜
架
空
請
求
の
対
処
方
法
等
〜�

①
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
、

一
切
支
払
わ
な
い
こ
と（
一

度
払
っ
て
し
ま
う
と
、
業
者

か
ら
カ
モ
と
思
わ
れ
、
次
々

と
新
た
な
請
求
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
有
料
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
こ
と
の
あ
る
人
に
対
し

て
、
支
払
が
終
わ
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
納
と

し
て
利
用
料
や
延
滞
金
を
請

求
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。）�

②
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
せ
ず
、
無

視
す
る
こ
と（
相
手
に
連
絡

す
る
と
、
こ
ち
ら
の
電
話
番

号
な
ど
個
人
情
報
を
知
ら
れ

て
し
ま
い
、
今
度
は
別
の
手

段
で
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）�

③
債
権
回
収
業
者
や
弁
護
士
名

な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と

（
実
在
し
な
い
債
権
回
収
業

者
名
や
弁
護
士
名
を
か
た
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
実

在
す
る
有
名
企
業
名
や
弁
護

士
名
を
悪
用
す
る
場
合
も
有

り
ま
す
。）�

④
悪
質
な
場
合
は
警
察
に
相
談

す
る
こ
と�

�

　
脅
さ
れ
た
り
、
直
接
回
収
に

来
た
り
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。�

�

広報とうおん  12.1.2004

市役所からのお知らせ�

藤岡団長�

伊賀副団長� 重松副団長�



六価クロム地下水モニタリング調査結果�
　　　　　について（１０月２５日採水分）�
�
　牛渕地区六価クロムのモニタリング調査
結果（１８箇所）について基準値を超える六
価クロムは検出されていません。�
�

生活環境課からお知らせです�

�����

ご
存
知
で
す
か
！
　
　�

退
職
後
の
医
療
保
険�

　
会
社
を
退
職
し
た
あ
と
、
す

ぐ
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
条
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
次
の
選

択
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

�
（１）
職
場
の
健
康
保
険
に
継
続
し

て
加
入
す
る
（
最
高
２
年
ま

で
）。�

（２）
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
の
扶
養
家
族
に

な
る
。�

　
医
療
費
の
自
己
負
担
の
割
合

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
保
険
税

（
保
険
料
）
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
計
算
方
法
が
違
い
ま
す

の
で
、
納
め
る
金
額
が
違
っ
て

き
ま
す
。�

�
　�
（１）���
（２）
の
選
択
を
す
る
場
合
は
、

職
場
の
健
康
保
険
組
合
ま
た
は

社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。�
�＊

職
場
の
健
康
保
険
を
継
続
す

る
場
合
は
、
申
請
を
、
退
職

か
ら
何
日
以
内
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。�

＊
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

場
合
は
、
保
険
年
金
課
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。�

�

������

工
業
統
計
調
査
の�

　
　
　
実
施
に
つ
い
て�

（
製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
）�

 

本
年
も
１２
月
３１
日
を
調
査
期

日
と
し
て
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
（
本
年
は
従
業

者
数
４
人
以
上
の
事
業
所
が
対

象
）、
工
業
統
計
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。�

　
年
末
年
始
の
ご
多
忙
中
、
お

手
数
で
す
が
、
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
調
査
票
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、

厳
守
さ
れ
、
ま
た
、
税
務
関
係

に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

広報とうおん  12.1.2004

入札日�

10/27�

11/10�

11/17 

場　所�

志津川�

井　内�

則之内�

税込落札金額�

3,726,000円�

5,565,000円�

1,522,500円�

工　期�
H16.10.28�

H17.2.28�
H16.11.11�

H17.3.30�
H16.11.19�

H16.12.20

工事（業務）名�
小型動力ポンプ積載車�
購入（1台）�
林道大根木2号線�
測量設計業務�
徳吉三号線道路�
災害復旧工事�

落札業者�

（株）岩本商会�

（株）芙蓉調査設計事務所�

（株）佐伯工業�

工事（業務）概要�
消防ポンプ積載車を購入し、
志津川消防団へ配備する�
井内大根木と上林花山越とを
結ぶ林道開設のための測量�
徳吉地区の市道台風災害道路
復旧工事�

～
�

～
�

～
�

※なお、記載内容については、工期等の変更が行われる場合があります。�

■東温市で執行した入札結果をお知らせします。（平成１６年１０月２１日～平成１６年１１月２０日分）　�



12月　不燃物収集日程表�

重
信
地
区
�

川
内
地
区
�

�����

気
を
つ
け
て�

正
し
い
ご
み
の
分
別
を�

　
東
温
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
た
「
燃
や
す
ご
み
」

を
焼
却
し
て
い
ま
す
。�

　
最
近
、「
燃
や
す
ご
み
」
の

指
定
袋
に
、「
燃
や
さ
な
い
ご

み
」を
混
ぜ
て
い
る
場
合
が
多

発
し
て
い
ま
す
。�

　
悪
質
な
例
と
し
て
、写
真（
下
）

の
よ
う
に
包
丁
が
入
っ
て
い
た

ケ
ー
ス
で
は
、
ご
み
処
理
に
携

わ
る
者
が
危
険
な
状
態
に
さ
ら

さ
れ
ま
し
た
。�

　
包
丁
に
限
ら
ず
、
ご
み
出
し

の
際
は
分
別
区
分
を
守
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
新
市
の
基
本
目
標
で
あ
る
地

球
と
共
生
す
る
快
適
環
境
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。�

�
��
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交通事故の発生状況【松山南署管内】�
　　　　　　　　　　　（１１月１０日現在）�
発生件数　　１,４３２　　（昨年比　＋４４）�
死  者  数　　 　１０　　（昨年比　－５）�
傷  者  数　　１,７０９　　（昨年比　＋６８）�

地 区 �

樋 口 �
横 河 原 �
志 津 川 �
見 奈 良 �
田 窪 �
田 窪 団 地 �
牛 渕 団 地 �
下 林 �
上記以外の地区�

粗 大 ご み�蛍光灯・鏡�ペットボトル、プラスチック類 �
その他燃やさないごみ�

ペットボトル、�
プラスチック類 �

空き缶・金属類 �
びん・ガラス類 �

１２日　２６日�

地 区 �

東谷・西谷・土谷・
滑川・奥松瀬川�
北方東・北方西・
南方東・南方西�
町東・町西・前松
瀬川・横灘団地�

紙 　 類 �びん・ガラス類
蛍 光 灯・鏡 �

空き缶・金属類
廃 乾 電 池  �

 ２ 日　１３日�

 ３ 日　１４日�

 １ 日　１５日�

１３日�

１４日�

１５日�

２０日�

２１日�

２２日�

 ９ 日�

 ７ 日�

 ８ 日�

１２日　２６日�  ５ 日�  ５ 日　１９日�

２２日�  ５ 日　１９日�

１２日　２６日�

１２日　２６日�  ５ 日　１９日�

２６日�  ５ 日�

２６日�
２２日�

１９日　２２日�

 ５ 日�

２２日�  ５ 日�

 ５ 日�

 ５ 日　１９日　２６日�

 ５ 日　１９日�

※両地区とも１２月２３日、３１日、１月１日、２日、３日の燃やすごみ・紙類の収集は休みます。�

総務部�
総務課 ９６４－４４００�
企画財政課 ９６４－４４０１�
税務課 ９６４－４４０３�
市民課 ９６４－４４０４�
川内支所（代表）�
 ９６６－２２２２�

保健福祉部�
社会福祉課 ９６４－４４０６�
介護福祉課 ９６４－４４１１�
健康推進課 ９６４－４４０７�
保険年金課 ９６４－４４０８�
生活環境課 ９６４－４４１５�

産業建設部�
産業観光課 ９６４－４４０９�
都市計画課 ９６４－４４１２�
建設課 ９６４－４４１３�
国土調査課 ９６４－４４１４�
　〃　（川内） ９６６－２１９０�
下水道課 ９６４－４４１７�
出納室 ９６４－４４０２�

公営企業局�
水道課 ９６４－４４１６�
教育委員会事務局�
学校教育課 ９６４－４４２０�
生涯学習課 ９６４－１５００�
中央公民館（代表）�
 ９６４－１５００�
川内公民館（代表）�
 ９６６－４７２１�
図書館 ９６４－３４１４�
　〃　（川内分館）�
 ９６６－４７２１�
歴史民俗資料館　　　�
 ９６４－０７０１�
重信学校給食センター�
 ９６４－２１０１�
川内学校給食センター�
 ９６６－２２０７�
農業委員会事務局�
 ９６４－４４１０�
監査事務局 ９６４－４４１９�
議会事務局 ９６４－４４２２�

市役所からのお知らせ�

危　険�
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　10月23日、稲刈りの終わった井内の棚田で井内地区棚田写生
大会が開催されました。愛媛県棚田イベント実行委員会の主催で
行われたイベントでは、普段は何気なく通り過ぎてしまいそうな
棚田の風景をキャンバスに描くために、大勢の親子連れが集合し
ました。同時に行われた大声コンテストでは、棚田に向かって日
ごろの憂さ晴らしをするユーモラスな姿が見られ、参加者の人気
を集めていました。�

　10月29日、南吉井小学校
の5年生が市内の水質を調査
しました。学校横の水路か
ら、浮嶋神社、龍沢泉など
を経由して重信川に至るコ
ースでは、バケツなどを使
って水を採取し､真剣な面持
ちで水質を調べる児童の姿
が見られました。�

　11月1日、拝志小学校の
全校児童98名が地域の農業
用施設の役割や維持管理の
大切さを学ぶために佐古ダ
ムウォーキングを行いまし
た。森ノ木泉やカントリー
エレべーターなどで、泉に
ついての民話や施設の説明
を受けた一行は、佐古ダム
で美しい風景を見ながら、
昼食をとりました。�

みんなで見つめて描こう井内の棚田�
井内地区棚田写生大会�

南吉井小学校5年生が水質調査に挑戦�
よしいの環境調査隊�

拝志小学校の全校児童がふるさと再発見！�
佐古ダムウォーキング�

フォトニュース�
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種 　 　 　 　 　 目 �
家庭婦人バレーボール（2部）�
クロッケー（一般の部）�
バドミントン（成人男子）�

チ ー ム 名 �
川 内 ク ラ ブ �
川 内 �
よ し い の �

結 　 果 �
優 　 勝 �
優 　 勝 �
準 優 勝 �

　11月7日（日）、14日（日）に第17回目の愛媛スポーツ・
レクリエーション祭2004が県内各地の会場で開催されま
した。東温市からは、クロッケー・ソフトボール・バレ
ーボール・テニス・ソフトテニス・バドミントン・ソフ
トバレー・インディアカ・卓球の種目に参加しました。
優勝、準優勝されたチームは、次のとおりです。�

見事な紅葉の中で滝まつりを開催！�
白猪の滝まつり�

　11月3日の文化の日に、恒例となった白猪の滝まつり
が河之内で行われました。白猪の滝は、今年も見事な紅
葉のなか雄大な姿で訪れた観客を魅了していました。ま
た、入口の駐車場に設けられた会場では、もちまきや無
料のおにぎりがふるまわれ、多くの人でにぎわっていま
した。�

お疲れ様でした�
成川耕造市長職務執行者退任�

　11月5日、午後5時から東温市市長職務執行者を務められ
た成川耕造氏の退任式が市役所本庁舎で行われました。退
任式では職員から花束を贈呈され、「短い期間のうちに台
風災害などに見まわれましたが、皆さんのおかげで滞りな
く職務を執行することができました。ありがとう。」と感
謝の言葉を述べられ、多くの職員に見送られながら、庁舎
を後にされました。�

スポーツの秋を満喫！�
愛媛スポーツ・レクリエーション祭２００４�
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東
温
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。�

　
ブ
ル
ル
ル
…
最
近
、
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
朝
布
団
か
ら
出
る
の
も
つ
ら

く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
、
み
ん
な
が
「
冬
が
そ
こ
ま
で

や
っ
て
き
た
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
10
月
は
私
に
と
っ
て
は
、
病
気
と
怪
我
の
月
で
し
た
。
で
も
、
な
ん
と
か
仕

事
に
は
行
き
、
週
末
に
は
楽
し
い
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。�

　
ア
メ
リ
カ
の
友
達
ｓ
ｅ
ｂ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
と
西
条
と
新
居
浜
の
お
祭
り
に
出

か
け
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
お
祭
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
西
条
の
通
り
で
は
お

神
輿
を
担
い
で
い
く
人
を
手
伝
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
お
神
輿
を
担
ぐ
そ
の
忍

耐
強
さ
と
消
費
さ
れ
る
お
酒
の
量
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ど
の
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
人
も
3
日
間
ほ
と
ん
ど
寝
ず
に
飲
み
通
し
、
お
御
輿
を
担
ぐ
と
い
う
こ
と

に
は
驚
く
と
思
い
ま
す
。�

　
英
会
話
教
室
の
皆
さ
ん
と
宇
和
と
大
洲
に
も
行
き
ま
し
た
。
と
っ
て
も
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。
私
は
、
古
い
建
築
物
や
道
具
類
が
残
っ
て
い
る
宇
和
の
町

並
み
が
と
て
も
好
き
で
す
。
こ
ん
な
楽
し
い
旅
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
重
信
中
学
校
は
、
文
化
週
間
に

入
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
毎

日
合
唱
の
練
習
に
一
生
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
科
学
習
だ

け
で
な
く
、
体
育
祭
や
文
化
祭
と

い
っ
た
行
事
を
行
っ
て
生
徒
に
い

ろ
い
ろ
な
学
習
の
機
会
を
与
え
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
感
動
し
て
い

ま
す
。�

　
そ
れ
で
は
暖
か
く
し
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。
お
元
気
で�

����

ヤ
コ
ブ
・
ボ
ア
ナ
ー
ヤ
〈
Ｙ
ａ
ｑ
ｕ
ｂ
　
Ｂ
ｏ
ｕ
ａ
Ｙ
ｎ
ａ
ｙ
ａ
〉��

　
9
月
28��
日
（火）
、
台
風
21
号
の
影
響
で
天
気
は
怪
し
い
が
、
気
持
ち
は

「
晴
れ
！
大
丈
夫
！
」
と
希
望
的
観
測
を
持
つ
。
永
田
生
涯
学
習
課
長

か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、
会
員
54
名
は
1
・
2
号
車
に
乗

り
分
け
て
ウ
キ
ウ
キ
気
分
で
出
発
。�

　
川
内
イ
ン
タ
ー
か
ら
松
山
・
高
松
自
動
車
道
を
走
る
こ
と
約
１
時
間
。

雨
を
避
け
る
た
め
、
急
き
ょ
午
前
と
午
後
の
日
程
を
変
更
し
て
、
弘
法

大
師
ご
誕
生
の
地
75
番
札
所
「
善
通
寺
」
に
到
着
。
大
師
の
偉
業
を
し

の
び
つ
つ
、
今
日
の
い
い
旅
を
お
守
り
く
だ
さ
い
と
祈
り
、
清
々
し
い

気
分
に
な
る
。�

　
昼
食
は
名
物
さ
ぬ
き
う
ど
ん
に
舌
鼓
。�

　
お
な
か
満
ち
足
り
た
後
は
、
坂
出
市
「
世
界
の
ガ
ラ
ス
館
」
で
目
の

保
養
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
輝
き
に
う
っ
と
り
。
一
歩
外
に
出
る
と
海
岸
そ

し
て
松
並
木
…
…
。�

　
い
よ
い
よ
本
命
の
芸
術
鑑
賞「
丸
亀

市
猪
熊
源
一
郎
現
代
美
術
館
」へ
。�

　
学
芸
員
松
村
氏
か
ら
美
術
館
の
こ
と
、

猪
熊
氏
の
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
抱
き

な
が
ら
館
内
を
巡
っ
た
。
お
洒
落
で
、

安
ら
ぎ
の
感
じ
ら
れ
る
空
間
に
居
て
、

猪
熊
氏
の
脈
々
と
し
た
命
を
感
じ
、心

も
体
も
浄
化
さ
れ
た
自
分
を
感
じ
る
。�

　
見
学
の
締
め
く
く
り
は
「
う
ち
わ
の

港
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。
伝
統
工
芸
品
丸

亀
う
ち
わ
の
色
々
を
鑑
賞
し
、
図
柄
の

美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
る
。
伝
統
工
芸
士

の
竹
さ
ば
き
の
実
演
も
あ
り
、
匠
の
技

に
感
動
又
一
つ
。�

　
今
回
の
研
修
は
内
容
豊
富
。
歴
史･

宗
教
・
芸
術
・
グ
ル
メ
等
々
、
存
分
に

た
ん
の
う
で
き
、
そ
れ
で
い
て
忙
し
く

な
く
、豊
か
な
余
韻
を
残
し
て
旅
を
終

え
る
。 
　
　  

（
学
級
長
　
相
原
本
枝
）�

MAKOTO： “Sean， this  is  my　friend  ku-
mi・・・kumi， this  is  my  friend  Sean”．　�
こちらは私の友達のKumi　Seanです�
SEAN： “Nice  to  meet  you， kumi”�
はじめましてKumi�
〔handshake〕　握手�
KUMI： “Nice  to  Meet  you， SEAN．”�
はじめまして　Sean�
SEAN：“Do  you  live  in  toon  as  well？”�
あなたも東温に住んでいるんですか？�
KUMI： “Yes， I  live  near  Makoto.”�
はい、Makotoの家の近くです�
SEAN： “Ah， that， nice”�
へえ　それは　いいですね�
�

ヤ
コ
ブ
先
生
の�

中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級�

「ふれあい広場」に耳寄りな情報をお寄せください。満1歳ハッピーバースデイのコーナーでは､1月生まれの
満1歳児を募集します｡12月10日までに総務課広報公聴係(TEL964-4400　soum@city.toon.ehime.jp)
まで写真とコメントをお寄せください｡�
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敬
老
の
日
を
祝
っ
て
、
去
る
9
月
14
日
、
女
性
会
議
会
員
は
、
旧
重
信

町
福
祉
課
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
生
涯
学
習
課
の
ご
支
援
の
も
と
、
町

内
の
保
育
所･

幼
稚
園
児
の
図
画
工
作
品
、
小
学
生
の
絵
、
中
学
生
の
手

紙
、
東
温
高
校
生
の
工
芸
品
、
女
性
会
議
か
ら
の
タ
オ
ル
セ
ッ
ト･

各
種

プ
レ
ゼ
ン
ト
等
を
そ
ろ
え
て
、
75
歳
以
上
の
お
一
人
暮
ら
し
、
65
歳
以

上
の
寝
た
き
り
の
方
を
お
訪
ね
し
て
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。�

　
各
地
域
の
多
く
の
会
員
は
、
調
査
を
始
め
、
前
日
の
慰
問
品
の
配
分

な
ど
、
協
力
し
て
活
動
し
ま
し
た
。�

　
こ
う
し
た
地
域
に
お
け
る
草
の
根
的
な
活
動
は
、
地
震
そ
の
他
の
災

害
に
迅
速
な
対
応
を
可
能
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。�

　
関
係
の
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
支
援
と
、
た
く
さ
ん
の
お
手

紙
を
い
た
だ
い
た
高
齢
者
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
の
皆
様
が
、

ま
す
ま
す
お
元
気
で
長
生
き
さ
れ
ま
す

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。�

�

　私たちＮＥＷ,Ｓは第８文化会=環境Ｂ
=に実行委員ボランティアとして参画
しました。全国より約３，０００名をお迎え
しての大会に参加することによって、１
人の力はか細いけれど、みんなが協力
すると大きな力になることを実感。全
体で２００名の実行委員さんのパワーに
感動しきりの２年間でした。�
　今回の新たな経験を東温市のより
よい地域づくりに生かしていきたいと
思います。�
　１２月は子どもたちといっしょに恒例
になりつつあろ「エコキッズ」をします。�

お呼びかけしていた、日本女性会議
（10/22・10/23）が無事終わりました。�

第１３回四国小学生�
　　バドミントン選手権大会�
　１０月１０日に高知県高知市で開かれた第１３回四国小
学生バドミントン選手権大会に川内ジュニアバドミント
ンクラブから５年生男子ダブルス２組　５年生女子ダブ
ルス１組　５年生男子シングル１名　４年生男子シング
ル１名　の計８名が出場しました。５年生男子ダブルスで、
東凌輔君・渡部克栄君が優勝しました。�
　なお、この２人は、１月４日から愛知県名古屋市で開か
れる第１３回小学生バドミントン選手権大会に四国代表
として出場します。�

脇
坂
　
飛
龍
く
ん�

ひ  

り
ゅ
う�

な
　
な
　
み�

上
　
村�

（
12
月
15
日
生
）�

東
　
菜
々
美
ち
ゃ
ん�

樋
　
口�

（
12
月
30
日
生
）�

病気ひとつせず、いつもかわいい笑顔でみんなを喜ばせてくれ
てありがとう。これからも元気いっぱい遊ぼうね!（父・母より）�

いつもニコニコ笑顔のななちゃん�
これからも元気に育ってね!　  （父・母より）�

女
　
性
　
会
　
議�
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�������

大
切
な
人
命
を
救
う
た
め
に�

救
急
車
が
来
る
ま
で
の
応
急

手
当
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
？�

　
呼
吸
や
脈
が
止
ま
っ
た
と
き

に
必
要
な
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
・
止
血
や
異
物
が
の

ど
に
詰
ま
っ
た
場
合
の
除
去
方

法
等
の
応
急
手
当
の
講
習
で
す
。�

　
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救

命
講
習
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。�

�

●
日
　
時
　�

平
成
１７
年
１
月
１５
日
（土）�����������
　
�

１３
時
３０
分
〜�

●
場
所�

　
東
温
市
中
央
公
民
館�

　
第
１
・
２
研
修
室�

●
参
加
費
　
無
料�

●
申
し
込
み
　�

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ�

事
務
局
重
信
町�

商
工
会
内
　�

　
９
６
４
・
１
２
５
４�

��第
　
回�

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
参
加
者
募
集�

　
平
成
１７
年
７
月
１７
日
（日）
か
ら

１８
日
に
第
１２
回
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
リ
ト
ル
　
マ
ー
メ
イ
ド
」

〜
人
魚
姫
伝
説
〜
の
公
演
を
行

い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
も
出
演
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
に
参
加
し
て
み
ま
ぜ

ん
か
。�

●
出
演
希
望
者�

〈
対
象
〉�

公
演
日
に
小
学
生
以
上
の
方�

〈
内
容
〉�

面
接
審
査
を
行
い
、
そ
の
中

で
３０
秒
の
自
己
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

〈
募
集
期
間
〉�

平
成
１７
年
１
月
１５
日
（土）
ま
で�

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ�

〈
対
象
〉�

公
演
日
に
１５
歳
以
上
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
可
能

な
方�

〈
内
容
〉�

携
わ
っ
て
い
た
だ
く
内
容
は
、

ポ
ス
タ
ー
や
小
道
具
、
衣
装

な
ど
の
制
作
、
練
習
・
本
番

の
進
行
で
す
。（
希
望
に
よ

り
配
置
し
ま
す
。）�

〈
募
集
期
間
〉�

平
成
１７
年
１
月
１５
日
（土）
ま
で�

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

こ
ろ
ま
で
。�

松
山
市
湊
町
７
丁
目
５
番�

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
係
」�

　
９
２
１
・
８
２
２
２�

�

高
校
教
育
を
受
け
な
が
ら�

自
衛
官
に
な
る
制
度
で
す�

　
４
年
間
の
コ
ー
ス
で
３
年
時

に
高
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
、

大
学
（
防
衛
大
学
校
等
）
進
学

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

●
受
　
付�

平
成
１６
年
１１
月
１
日
か
ら�

平
成
１７
年
１
月
１１
日
ま
で�

●
受
験
資
格�

平
成
１７
年
４
月
１
日
現
在
で�

１５
歳
以
上
１７
歳
未
満
の
男
子�

●
試
験
日�

　
平
成
１７
年
１
月
１５
日
（土）�

●
試
験
場
所�

松
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー�

●
試
験
科
目�

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、�

英
語
、
作
文
、
公
立
・
私
立

高
校
の
試
験
科
目
と
同
じ
で

す
。�

●
問
い
合
わ
せ
先�

自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所�

　
　
９
４
７
・
３
０
４
０�

���

１２�

○課税事業者届出書の提出がお済でない方
は速やかに！�
○ 課税事業者は日々の記帳を適切に！�
�
　消費税の事業者免税点が、３，０００万円から
１，０００万円に引き下げられました。平成１５年
分の課税売上高が１，０００万円を超える個人事
業者の方は、平成１７年分の消費税の課税事
業者となり、平成１７年１月から帳簿の記載
や請求書等の保存が必要です。�

消費税の届出と記帳等の�
準備はお済ですか？�

～新たに課税事業者となる個人事業者の方へ～�

消費税法の改正�

TO
ON

�

info
rma
tion

募 

集�

ご冥福をお祈りします�
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�������

人
権
問
題
に
関
す
る�

総
合
　
時
間
電
話
相
談�

●
相
談
内
容�

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、

い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
等
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）�

●
日
　
時�

１２
月
１０
日
（金）�

９
時
〜
２１
時�

●
電
話
番
号�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�

０
１
２
０
・
０
２
５
・
５
５
０�

●
相
談
担
当
者�

人
権
擁
護
委
員
（
弁
護
士
資

格
の
あ
る
者
も
含
む
。）、�

法
務
局
職
員�

●
主
　
催�

松
山
地
方
法
務
局�

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会�

�������

人
権
週
間

�

　
人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
一

人
が
「
人
権
」
と
い
う
も
の
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
自
己

の
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
人
権

を
侵
し
て
い
な
い
か
反
省
す
る

週
間
で
も
あ
り
ま
す
。�

　
私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生

活
を
営
む
た
め
に
は
、
お
互

い
の
立
場
を
尊
重
し
、
自
己

の
権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
心
が
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法
務

省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
本
年
も
１２
月

４
日
か
ら
１０
日
の
一
週
間
を

人
権
週
間
と
し
て
、「
育
て
よ

う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意

識
　
〜
身
近
な
こ
と
か
ら
人

権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜
」

を
テ
ー
マ
に
各
種
の
行
事
を

実
施
し
ま
す
。�

�

●
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う�

●
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う�

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う�

●
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う�

��

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間�

　
１２
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
で
す
。�

　
愛
媛
県
で
は
、
１２
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
愛

媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」と
定
め
、

『
“Ｈ
Ｉ
Ｖ„
と
“エ
イ
ズ„
の

違
い
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
エ
イ
ズ
予
防

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
し

ま
す
。
期
間
中
は
保
健
所
に
お

い
て
、
休
日
に
血
液
検
査
を
実

施
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
日
の

う
ち
に
結
果
が
わ
か
る
検
査
方

法
を
導
入
し
ま
す
の
で
、
エ
イ

ズ
に
関
す
る
悩
み
・
不
安
・
疑

問
等
を
抱
い
て
い
る
方
は
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
こ
の
機
会
に
エ
イ
ズ
の
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
誤
解
や
偏
見

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。�

《
休
日
血
液
検
査
》�

　
匿
名
、
無
料
で
検
査
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
相
談
等
は
、
専
門

の
医
師
が
お
答
え
し
、
秘
密
は

絶
対
守
り
ま
す
。�

●
日
　
時�

１２
月
５
日
（日）
　
１３
時
〜
１５
時�

●
場
　
所�

愛
媛
県
松
山
中
央
保
健
所�

１
階
予
診
室�

※
こ
の
日
の
検
査
は
、
そ
の
日

の
う
ち
に
結
果
が
わ
か
り
ま

す
が
、
確
認
検
査
が
必
要
な

場
合
は
後
日
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。�

１２�

のぞみ  �

ら   な  �

な   ち  �

まあみ  �

しゅんき �

とも  き  �

こう  た  �

ふう  か  �

まな と   �

あい  き  �

りん  た ろう �

もえ  か  �

ゆう た  ろう �

すず の  �

いってつ�

ち   え  �

も  ね   �

�

 か  �

あおい�

らい  き  �

あい  り  �

さ や か  �

りゅうが �

まつり  �

たく  ま  

お
知
ら
せ�
相 

談� 出生児 保護者 生年月日 住　所 �

水口　望未 秀樹 １０/０１ 則之内�

矢野　楽南 晃広 １０/ ２ 野田１丁目�

梶本　那智 忍 １０/ ５ 北野田�

鶴岡　朱雅 文雄 １０/ ５ 牛　渕�

永井　俊輝 謙次 １０/０６ 牛　渕�

黒星　朋来 伸一 １０/０８ 松瀬川�

植田　紘太 晃功 １０/１０ 横河原�

持主　楓可　 真一 １０/１１ 西　岡�

野中　愛斗 健一 １０/１２ 吉　久�

大田　愛輝 康男 １０/１２ 田　窪�

池川琳太郎 謙二 １０/１３ 見奈良�

齋宮　萌翔 静男 １０/１５ 樋　口�

池田裕太郎 浩章 １０/１６ 志津川�

篠原　鈴乃 正樹 １０/１７ 志津川�

佐藤　一徹 創 １０/１９ 横河原�

小林　千恵 実 １０/１９ 牛　渕�

伊藤　望音 剛志 １０/２１ 南　方�

藤渕　まい 太郎 １０/２２ 松瀬川�

相原ほの花 宏昭 １０/２８ 野田３丁目�

石田　　碧 幸太 １０/２９ 野田１丁目�

金嶋　礼輝　 輝光 １０/２９ 野田３丁目�

大橋　愛莉 英幸 １０/２９ 野田１丁目�

日野紗矢香 厚志 １０/３０ 則之内�

大政　龍樺 和久 １１/０１ 横河原�

田村　茉莉 達司郎 １１/０５ 野田２丁目�

渡部　拓磨 勇次 １１/０７ 南　方�

 氏　名 年令 死亡月日 住　所�

宮　　浩二 ５１ １０/１０ 北野田�

和田　節子 ７０ １０/１２ 北　方�

明賀　弘子 ６６ １０/１２ 北野田�

森　　久満 ７６ １０/１４ 上　林�

 渡部トキ子　 ６１ １０/１６ 樋　口�

 田中　大典　 ８９ １０/１６ 北　方�

 森　ノブ子　 ９０ １０/１８ 樋　口�

伊賀ミサ子 ８８ １０/１９ 志津川�

小島　正夫 ７５ １０/２０ 河之内�

松本　一巳 ７６ １０/２１ 北　方�

由井　　美　 ８９ １０/２２ 牛　渕�

黒河　幸子　 ７７ １０/２５ 則之内�

渡部喜代美 ８６ １０/２５ 南　方�

大西ミサヱ ９０ １０/２８ 吉　久�

山本カヲル ８４ １０/３０ 志津川�

佐伯佳保世 ９２ １０/３１ 則之内�

渡部　　將 ８１ １１/ １ 樋　口�

奥村　政子 ９３ １１/ ２ 樋　口�

正岡　房一 ８６ １１/ ４ 横河原�

八木　公成 ６５ １１/ ４ 則之内�

　田　孝行 ６７ １１/ ４ 樋　口�

丹生谷　要 ８０ １１/ ５ 下　林�

武智チヱ子 ８７ １１/０６ 松瀬川�

佐伯　　健 ５７ １１/０６ 河之内�

東　ヨシヱ ８３ １１/０８ 井　内�

隅田　忠俊 ８３ １１/１０ 北野田�

�

お誕生おめでとう� ご冥福をお祈冥福をお祈りします�ご冥福をお祈りします�



�������

プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！�

〜
世
界
に
飛
び
出
せ
！�

キ
ッ
ズ
広
場
　
〜�

�

世
界
　
ヶ
国
を
訪
れ
た
講

師
た
ち
が
、
英
語
や
国
際

マ
ナ
ー
を
わ
か
り
や
す
く

指
導
し
ま
す �

●
日
時�

１２
月
４
日
（土）�

１２
月
１８
日
（土）�

１
月
１５
日
（土）�

●
場
所�

中
央
公
民
館
　
２
階�

第
１
・
２
研
修
室
他�

●
受
講
料�

教
材
費（
２
，５
０
０
円
程
度
）

材
料
費
等
は
一
部
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。�

●
受
講
資
格�

東
温
市
内
の
小
学
校
に
通
う

児
童
（
※
５
月
か
ら
年
間
５

６
回
開
催
）�

�

プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！�

〜
お
り
が
み
教
室
〜�

�

み
ん
な
と
一
緒
に
動
物
や

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等

を｢

折
り
紙｣

で
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？�

●
日
　
時�

１２
月
１８
日
（土）�

１
月
１５
日
（土）�

９
時
３０
分
〜
１２
時�

●
場
　
所�

　
歴
史
民
俗
資
料
館�

　（
図
書
館
３
階
）�

●
受
講
資
格�

東
温
市
内
の
小
学
校
に
通
う

児
童
（
※
親
子
で
の
参
加
も

可
、
毎
月
１
回
開
催
）�

��
���

プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！�

〜
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
〜�

�

み
ん
な
と
一
緒
に
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
、
カ
ー
ド
等

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ �

●
日
　
時�

１２
月
１１
日
・
２５
日
（土）�

１
月
８
日
・
２２
日
（土）�

午
前
の
部
　
９
時
〜
１２
時�

午
後
の
部
　
１３
時
〜
３０
分�

１６
時
３０
分�

●
場
　
所�

中
央
公
民
館
　
２
階
青
年
室�

●
募
集
人
数
　
各
５
〜
１０
名�

●
受
講
資
格
　�

東
温
市
内
の
小
学
校
に
通
う

児
童
（
※
５
月
か
ら
毎
月
２

回
開
催
）�

���

わ
ん
ぱ
く
広
場
（
旧
重
信
町
）�

１２
月
２７
日
（月）�

「
石
の
勾
玉
づ
く
り
」�

１
月
３０
日
（日）�

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」�

わ
ん
ぱ
く
教
室
（
旧
川
内
町
）

　
１２
月
２５
日
（土）�

「
石
の
勾
玉
づ
く
り
」�

　
１
月
２２
日
（土）�

「
三
世
代
交
流
」�

　
１
月
３０
日
（土）�

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」�

Ｊ
ｒ.

リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座�

１２
月
１９
日
（日）�（
旧
川
内
町
）�

「
パ
ソ
コ
ン
研
修
」�

１２
月
２６
日
（日）�（
旧
重
信
町
）�

「
パ
ソ
コ
ン
研
修
」�

１２
月
２７
日
〜
２８
日�

「
報
告
書
作
成
実
習
」�

中
央
料
理
教
室�

１２
月
９
日
（木）�

大
人
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
広
場�

お
菓
子
づ
く
り
教
室�

１２
月
５
・
１２
日
（日）�

�
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図書館から�
Part ２�

リピート�
乾　くるみ 著�

サバイバー・ミッション�
小笠原　慧 著�

　現在の記憶をそのままに
過去の自分に戻って人生を
やり直す「リピート」に臨
んだ10人が、次々と不可
解な死を迎える。彼らの前
に立ちはだかる殺人鬼の正
体とは！？「リプレイ」＋
「そいて誰もいなくなった」
の衝撃。�

　2013年、警視庁の新人
捜査官・麻生利津は、おぞ
ましき連続首狩り殺人事件
の捜査を命じられた。彼女
に授けられたパートナーは、
人工知能ドクター・キシモ
ト…。アップテンポな近未
来ハイパー・サイコ・ミス
テリー。�

●休館日 １２/６・１３・１９・２０・２３・２７・２８・２９・３０・３１・１/１・２・３・４�
●移動図書館車�
　（重信幼稚園）�
　１２月１日・１５日（水） �
　（上林小学校）�
　１２月２日・１６日（木）    �
　（拝志小学校）�
　１２月３日・１７日（金）    �
　（北吉井幼稚園）�
　１２月７日・２１日（火） �
　（志津川・八反地・西岡・田窪・牛渕）�
　１２月８日（水）�
　（上樋・播磨台・野田・新村・北野田）�
　１２月９日（木）�
　（上村・下林・上林）�
　１２月１０日・２４日（金）�
　（山之内・樋口・横河原）�
　１２月１４日（火） �

●ちびちびちゃんのおはなし会　１２月２２日（水） １１：００～      �
●おはなし会　１２月１１日・２５日（土） １１：００～      �
●廃棄図書交換市　１２月１２日・２６（日） ９：００～１６：３０�
※川内分館の休館日  １２/１９・２３・２８・２９・３０・３１・１/１・２・３�

図書館から　Part １�

東温市元旦健康マラソン大会�東温市元旦健康マラソン大会� 学
び
の
扉�
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●
日
　
時
　�

１２
月
５
日
（日）
　�

１３
時
３０
分
〜�

●
場
　
所�

中
央
公
民
館
　
２
階�

第
１
・
第
２
研
修
室�

●
講
　
師�

埋
蔵
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化
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日
和
佐
　
宣
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先
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●
演
　
題
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「
重
信
の
中
世
の
城
郭
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つ

い
て
」�

●
聴
講
料
　
無
料�

�
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日　　時：平成１７年１月１日（元旦）�
　　　　　受　付　９時３０分～�
　　　　　開会式　１０時００分～（荒天の場合は大会中止）�
場　　所：川上小学校グラウンド�
参 加 料：無　料�
参加資格：健康な方なら�
　　　　　どなたでも参�
　　　　　加できます�
種　　別：３kmコース�
　　　　　５kmコース�
　　　　　１０kmコース�
�
問い合わせ・申込書提出先�
　東温市教育委員会 生涯学習課�
　　　　　　　TEL.９６５－１５００（FAX.９６４－５０２５）�
　川内公民館　TEL.９６６－４７２１（FAX.９６４－５０２５）��
※申込書は、東温市教育委員会（東温市中央公民館）、東温市川内
公民館等にあります。申し込みは、当日でもできますが、で
きるだけ１２月２４日までにお願いします。�

東温市元旦健康マラソン大会東温市元旦健康マラソン大会�東温市元旦健康マラソン大会東温市元旦健康マラソン大会�東温市元旦健康マラソン大会�

　市では、地域農業の振興、都市住民との交流、
地域活性化等を目的に、東温市ふるさと交流館
「さくらの湯」（東温市北方）に、農産物直売
所「さくら市場」を平成１５年１２月より開設して
おります。�
　ここでは、市内産の新鮮な野菜・果物、ある
いは手工芸品などを販売しております。�
この直売所に出荷、出品していただく方を広く
募集いたします。�
　希望される方は、「さくらの湯」又は「さく
ら市場」、もしくは　東温市役所産業観光課（２
Ｆ）、川内支所に申込用紙がありますので、必
要事項をご記入の上、「さくらの湯」まで直接
ご持参ください。�
●条件�
　・市内在住者又はそのグループ�
　・市内で生産された農産物・加工品・手工芸�
　　品を出荷・出品できる方�
　・ふるさと交流館の運営趣旨・イベント等の
　　企画に協力いただける方�
　・さくら市場出荷者協議会に賛同し、加入さ
　　れる方�
　・その他管理運用規程に定める条件を承諾い
　　ただける方�
（注）加工品の場合は、必要に応じて食品衛生
　　 法の許可を取得している必要があります。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
●参加費用�
　・登録料　　個人　  ３，０００円　�
　　　　　　　団体　１０，０００円�
（市へ当初にのみ納付いただきます）�
　・出荷者協議会会費�
　　別途協議会へ納付ください。（年会費方式）�
●販売方法　　�
委託販売方式（市が出品者から委託を受けて
販売する方法）�
手数料　１０％�

　冷蔵庫を使用する場合は　１２％�
●営業時間・定休日�
　午前９：００～午後５：００�
　出荷時間　午前８：００～午前９：００�
　引取時間　午後５：００～午後６：００�
　毎週水曜日が定休日�
　（当日が祝祭日の場合は以後の直近の平日）�

市営農産物直売
所�

第１回�



健康相談・栄養相談� こころの健康相談�

～新市「東温市」における医師会活動～�

　医師会と聞いて市民の皆さんはどの様な印象
をお持ちでしょうか。医師の利益を追求する政
治的な圧力団体と誤解されている向きがあるか
も分かりませんので、東温市が誕生したのを期
に改めて地域医師会活動の一端を紹介させてい
ただいて皆さんのご理解を得ておきたいと思い
ます。�
　地域医師会の歴史をひも解いてみますと、当
初は開業医の親睦団体との意味合いが強かった
ことは否めない事実のようです。しかし昭和
36年に国民皆保険となり患者さんの医療機関
への受診が容易になったこととか、医学医療の
進歩に遅れないためとか、保健福祉行政への協
力などから地域医師会活動は本格化してきまし
た。最近では医師会の構成員も開業医よりもむ
しろ勤務医の数のほうが上回るようになってお
ります。�
　医師会活動の柱として、1.学術団体として生
涯教育活動を通じて医学医術の研鑽を積む、2.
地域医療保健福祉活動を通じて地域住民の健康
維持向上に寄与する、3.会員福祉活動により会
員相互の融和と団結を図る、などが挙げられま
す。医師は日常診療において「かかりつけ医」
として地域住民の病気を治すことや健康相談に
応じることが本来の職責ですが、行政と協力し
て保健福祉活動を行うことも重要な仕事となっ
ております。従来より東温地区におきまして在
宅当番医制度で休日初期救急診療を行うととも
に母子保健、高齢者保健福祉事業とか予防接種
や各種健診事業等で行政と緊密な連携をとって
きております。医師の責務として生涯を通じて
勉強をすることは当然のことですが、各種講演
会、研究会を開催して、その手助けを医師会で
行っており、会員間の意思の疎通を充分に図り、
医師としてのレベルをお互いに保つように努力
をしております。東温市医師会の今後の重点活
動方針としましては市民の皆さんの健康長寿を
目指して健康、病気に関するより充実した啓蒙
活動を市当局ならびに関係各位の方々とともに
行いたいと考えております。また東温地区は医
療施設が非常に充実した地域であり、この医療
資源を活用して市民の皆さんが地域で満足した

医療が受けられるように各医療機関の連携をよ
り一層進めて参ります。�
　市民の皆さんは日本の医療制度が世界に冠た
る素晴らしいものであることを実感されておら
れるでしょうか。国民皆保険制度のもと保険証
一枚あれば全国のいかなる医療機関でも診察を
受けることができます。また医師は保険診療と
いう制限はありますが、国民誰に対しても差別
の無い医療をしなければならない義務を負って
おります。日本の医療がWHO(世界保健機関)
から平等性と効率性において世界一の評価を得
ている所以です。ところが最近になって国の医
療費負担の削減とか国民の医療に対する多様な
ニーズに応えるべきなどの名目で混合診療を解
禁しようとする動きが活発化しており、国民皆
保険制度の崩壊につながりかねない状況となっ
ております。現在、保険で認められていない医
療行為（例えば実績のない新しい治療法など）
は保険診療と同時には出来ないのですが、混合
診療は、この部分を自分で支払えば（これを自
費診療分といいます）保険診療分も認めるとい
うものです。一見良さそうに思えますが、この
制度が導入されると保険診療の制限が大きくな
った場合（保険医療費を抑制しようとすれば医
学医療の進歩による先進医療は公的保険でカバ
ーされにくくなります）、お金が無い人は充分
な医療を受けることが出来なくなります。これ
までは少なくとも「いのち」に関して日本国民
は平等であったものが混合診療の導入によって
命の値段に差がついてしまうことにもなりかね
ません。医師会は誰でも、いつでも、どこでも
安心して平等に医療を受けられる国民皆保険制
度を守るための運動を進めております。市民の
皆さんにも趣旨をご理解いただき運動に参加し
ていただきたいとお願いす
る次第です。これからは顔
の見える医師会を目指して
活動をして行きたいと考え
ておりますので宜しくお願
いいたします。�
�
　東温市医師会　別宮　徹�
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血圧測定、尿検査を行っています。健康に関することは
お気軽にご相談ください。�
・毎週水曜日　9時～12時�
　川内健康センター　1階　運動指導室�
・12月3日（金）・17日（金）　9時～14時（予約制）�
　市役所及び中央公民館�

精神的に不安定な方、お年寄りの痴呆等の相談をお受け
しています。�
日　時　12月10日（金）　14時～16時�
　　　　12月15日（水）　10時～12時　　�
場　所　川内健康センター・市役所及び家庭訪問　�
内　容　精神科医師を交えた相談�
（注）予約制ですので、事前に保健師までご連絡ください。�

4ヵ月健診�



母子保健事業�
乳幼児健診・相談・教室�

老成人保健事業�

健康講座�健康改善教室�
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事　業　名� 内　　　容�

乳幼児相談�

実 施 日�

毎週水曜日�

対 象 児 �

乳幼児�

時 　 間 �

9時～12時�

場 　 　 所 �

実施日� 内　　　　　容�

川内健康センター�

いきいき健康講座�
講　演　「脳卒中の正しい理解と予防について」�
日　時　12月22日（水）　13時30分～15時�
場　所　川内健康センター　�
講　師　愛媛大学医学部　脳神経外科�
　　　　久門　良明 医師　�

中央公民館�
�

中央公民館�
�

中央公民館�

中央公民館�

南吉井保育所�

受付：�
13時～�
14時30分�

9時30分～�
11時�

受付：�
9時45分～�
相談：�
10時～�
11時30分�

受付：�
13時～�
14時30分�

平成16年2月生�

平成13年5・6月生�

幼児と保護者�

平成16年7月生�
（旧重信町の方）�

平成16年8月生�
（旧川内町の方）�

12月7日
（火）�

12月7日
（火）�

12月8日
（水）�

12月�
3日・17日
（金）�

12月10日�
（金）�

4か月�
健康診査�

10か月�
乳児相談�

3歳児�
健康診査�

くまさん�
教室�

ピカピカ�
くらぶ�

身体計測、育児相談�
栄養相談�

離乳食学級�
12月6日
（月）�平成16年8・9月生�

受付：�
13時15分～�
学級：�
13時30分～�

15時�

中央公民館�
�

離乳食の実習や試食、育児
相談・保護者同志の交流�

赤ちゃんの健康の確認と�
相談�
応急処置の方法について�

はみがきや離乳食のポイント�
あそびや関わり方等につい
ての相談�
絵本の読み聞かせ�
応急処置の方法について�
保護者同志の交流�

幼児の健康の確認と相談�

子どもの運動やことばの発
達、あそび方や関わり方等
の相談�
（事前に保健師までご連絡
ください。）�

講義「禁煙の成功は�
たばこを知る事にあり！」�
～たばこの害について～�

予定講師�

渡部祐子歯科�
渡部　祐子�

時　　間　13時30分～15時�
場　　所　中央公民館�
　　　　　2階第1・2研修室�
申し込み　保健師まで申し込んでください。�

12月9日
（木）�

講義「私が禁煙したい理由�
私が禁煙を勧める理由」�
～禁煙に成功するために�

…準備とコツ～�
�

みかわクリニック�
豊田　茂樹�

平成17年�
1月19日
（水）�

講義「そして卒煙へ」�
～これでたばこにさようなら～�

みかわクリニック�
豊田　茂樹�

2月23日
（水）�

育
児
相
談
教
室�

「今日からあなたも　できる！禁煙」�
～禁煙にチャレンジしてみませんか？～�
＜受講対象者＞平成16年度各種健康診査を受診した方、禁煙
に興味のある方または禁煙したいと思っている方�
�

4ヵ月健診ヵ月健診�4ヵ月健診�


